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父親の出身地 青森県五所川原市 :母親の出身地 青森県南津軽郡大
鰐町
●B氏:女性 (50代)南津軽郡大鰐町在住


































































































































































(2)ワモ イグハンデ オメモ イグ (私も行くから君も行け)


































(1)ワモ イルハンデ クスナ (私もいるから′亡、酉己するな)




































































(3)コッチャ コイヘ コイヘ (こっちに来なさい)(A氏から子ども
(幼児)に)































この2つの動詞を選定 したのは,共通語での五段系 (I-1型, I-3




































語幹 志向形 否定形 希望形 過去形 基本形 禁止形 仮定形 命令形
丁寧
命令形

































































(3)ゴンッコロ ェサ イデケ (五時頃家にいてくれ)
(3')*ゴンッコロ ェサ イデ (五時頃家にいてくれ)
7。1.動詞「ケル」との関わり
(1)アンダモ ミデケ/ケレ/ケロ (あなたも見てくれ)
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(2)ヒロサギマンデ ィッテヶ/ケレ/ケロ (弘前まで行ってくれ)


























☆―Z― ―u― ☆―Z― ―e― ―C―
☆―Z―
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いたことにより,さらに丁寧になり,「～てくれることはできない (でし
ょう)か」となる(21)。















































(1)I-1型 'aOaru アガル (上がる)
(2)I-2型 'aDeru アグル (上げる)
(3)I-3型 'inOgu イノグ (動く)
(4)I-4型 'as05u アソンブ (遊ぶ)
(5)I-5型 mazu マズ (待つ)(語幹末/z/は/u/の場合。/d/は/a～e/
の場合。)
(6)I-6型 'uzusu ウズス (移す)
(7)Ⅱ-1型 ku ク (食う)



















(1)I-1型'印{L(☆Qち☆☆0‐)} ☆☆―Z― ☆―Z― ☆☆―Z―



















































語幹 未然形 運用形 終止形 連体形 仮定形 命令形 活用型
れ れ れ る れ る れ れ 下一段活用
れ 四段活用
井上史雄 (1981)
上野善道 (1977)
(1986)
(1989)
(p。147)
l181
l191
1201
この「コ」は,いわゆる指小辞とされているものである。詳しくは日野資純
(1958)および此島正年 (1968)を参照。
津軽方言のヲ格には,z(ゼロ),バ,ゴト,ゴトバ,の4種類があり,基本
的にはzで表される。しかし,使役形の場合などでは,他の3種類で明示す
る必要がでてくる。本稿ではそれぞれの違いは述べず,ゴトで代表させる。
共通語の「受け身・尊敬・自発・可能」の助動詞「れる・られる」は,津軽
方言では,いわゆるrの脱落が起こり,「エル」として実現する。この現象
に関しては,此島正年 (1968)および,井上史雄 (1981)を合わせて参照。
註(41に同じ。
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